
新
寫
暉
本
暦
算
仝
書
に
就
て

　
　
　
　

明
治
五
年
の
改
暦
以
来
六
１
　
有
七
年
を
経
た
今
日
の
我
國
は
、

　
　
　

最
早
欧
米
の
文
化
を
直
腸
的
に
或
は
盲
目
的
に
受
け
容
れ
る
時

　
　
　

代
を
脆
し
、
今
や
世
界
最
高
の
文
化
を
東
亜
忙
樹
立
せ
ん
と
す

　
　
　

る
の
大
勢
に
向
ひ
っ
よ
の
る
。
思
ふ
に
明
治
維
新
以
来
我
國
に

　
　
　

於
て
西
洋
の
諸
學
術
が
極
め
て
敏
速
に
且
つ
手
際
良
く
探
用
さ

　
　
　

れ
た
の
は
、
偉
大
た
る
歴
史
に
依
っ
て
薫
育
さ
れ
て
来
た
力
強

　
　
　

き
國
民
性
に
基
く
の
で
あ
る
が
、
其
の
手
近
き
素
地
は
、
徳
川

　
　
　

幕
府
の
中
葉
以
来
、
少
数
乍
ら
不
屈
不
僥
の
洋
學
者
達
に
依
っ

　
　
　

て
培
養
さ
れ
た
も
の
と
兄
ざ
る
を
得
た
い
。
・
殊
に
徳
川
八
代
将

　
　
　

軍
吉
宗
が
大
英
断
を
以
て
洋
書
の
禁
を
解
い
た
こ
と
が
、
今
日

　
　
　

の
洋
學
を
隆
盛
な
ら
じ
む
る
に
大
い
に
役
立
っ
た
も
の
で
あ
る

　
　
　

こ
と
は
言
ふ
迄
■
T
S
'
.
ｉ
ｉ
い
。
之
よ
り
先
き
、
徳
川
幕
府
は
天
主
教

　
　
　

の
勧
絶
に
急
で
あ
っ
て
、
三
代
将
軍
家
光
の
時
、
大
主
教
を
奉

７

　

す
る
ｆ
切
の
西
洋
諸
國
と
交
通
を
縮
ち
、
一
切
の
洋
書
原
本
並

Ｍ

　

に
漢
路
洋
書
の
輸
入
を
巌
禁
し
ヽ
寛
永
七
年
に
は
禁
輸
書
籍
を

能

　
　

田

　
　

忠

　
　

亮

列
記
し
た
「
御
禁
書
」
を
醍
布
す
る
に
至
り
だ
。
併
し
和
蘭
の

み
は
此
の
間
に
在
っ
て
渡
海
御
免
と
あ
っ
て
長
崎
に
於
て
交
通

貿
易
を
許
さ
れ
た
の
で
、
「
公
方
様
阿
蘭
陀
御
覧
」
の
事
な
ど
も

あ
っ
て
細
々
乍
ら
泰
西
の
文
化
は
我
國
に
入
り
込
ん
で
来
て
は

居
た
。
吉
宗
が
享
保
元
年
に
将
軍
の
要
職
に
就
く
や
、
”
所
謂
公

方
様
阿
蘭
陀
御
覧
に
依
っ
て
泰
西
の
事
情
を
知
り
泰
西
の
知
識

を
得
る
に
つ
け
泰
西
の
文
明
學
術
に
學
ぶ
可
き
事
の
蝕
？
り
に
多

き
に
驚
嘆
し
た
事
で
あ
ら
う
。
而
も
吉
宗
が
禁
１
　
の
令
を
解
く

に
至
っ
だ
直
接
の
動
機
は
、
天
文
學
卸
ち
暦
學
の
研
究
に
在
っ

た
と
い
ふ
事
は
學
者
の
異
存
な
き
所
で
あ
り
、
何
人
も
疑
は
ざ

る
所
で
あ
る
。
吉
宗
は
農
業
は
立
國
の
基
で
あ
る
と
信
じ
て
居

た
。
乃
ち
春
夏
秋
冬
健
蒔
き
よ
り
稽
刈
に
至
る
ま
で
民
に
正
確

壮
時
を
授
け
以
て
五
穀
豊
饒
天
下
泰
平
な
ら
し
め
る
事
が
狐
政

者
の
重
大
た
る
責
任
で
あ
る
事
を
深
く
自
党
し
て
居
た
の
で
あ

る
。
‐
然
る
に
従
来
の
暦
は
太
陰
大
腸
廃
で
あ
』
る
か
ら
二
三
年
の
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お

　

開
に
必
ず
関
月
を
置
か
ざ
る
を
得
ざ
る
の
不
便
あ
る
を
免
れ
な

　
　

い
の
で
、
吉
宗
は
常
に
此
の
改
良
に
心
懸
け
、
開
孝
和
の
高
弟

　
　

建
部
賢
弘
の
推
畢
に
依
り
中
根
元
圭
犀
此
の
事
を
圖
ら
れ
た
。

　
　

中
根
は
本
邦
暦
學
の
不
正
確
な
る
所
以
を
述
べ
西
洋
暦
を
參
考

　
　

す
る
必
要
あ
る
こ
と
を
論
じ
、
之
が
篤
め
に
は
洋
書
の
禁
を
緩

　
　

に
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
事
を
建
言
し
た
の
で
、
吉
宗
も
然
ら
ば

　
　

切
支
丹
宗
門
以
外
の
書
籍
は
解
禁
す
る
と
い
ふ
事
に
な
っ
た
の

　
　

。
で
あ
る
。
之
は
享
保
五
年
の
事
で
寛
永
禁
制
以
後
九
十
年
を
紅

　
　

て
居
る
。
斯
く
て
吉
宗
は
遂
に
太
陰
大
陽
暦
を
襲
用
す
る
の
不

　
　

可
を
光
り
太
陽
暦
を
探
用
せ
ん
と
し
た
程
で
あ
っ
た
が
、
周
園

　
　

の
物
議
を
慮
っ
七
遂
に
之
を
断
行
す
る
事
は
出
来
た
か
っ
た
。

　
　

併
し
吉
宗
が
此
の
如
く
天
文
學
に
念
を
川
ひ
ご
冗
文
三
年
に
和

　
　

蘭
の
天
文
書
を
訟
ぜ
し
め
、
こ
れ
を
讃
ま
ん
が
篤
め
に
青
木
１
　

　
　

陽
を
し
て
蘭
語
を
學
ば
し
め
、
更
に
延
享
元
年
に
は
江
戸
に
天

　
　

文
豪
を
建
て
、
之
に
自
製
の
簡
天
儀
を
設
置
し
た
程
で
あ
っ
た
。

　
　

後
、
十
一
代
将
車
家
斉
の
時
、
文
化
八
年
に
至
り
て
此
の
天
文

　
　

豪
に
願
詳
局
を
置
き
附
１
　
和
解
方
と
栴
し
た
の
が
官
學
と
し
て

　
　

の
洋
學
の
始
ま
り
で
あ
り
、
之
が
や
が
て
蕃
所
調
所
（
安
政
二

　
　

年
）
洋
書
調
所
（
文
久
二
年
）
開
成
所
（
文
久
三
年
）
等
と
改
稀
し

　
　

幾
多
の
愛
遷
の
後
、
明
治
以
後
に
設
立
さ
れ
た
東
京
大
學
0
1
前

身
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
我
國
文
化
史
上
特

筆
す
べ
き
・
こ
と
で
あ
る
。

　

さ
て
吉
宗
が
享
保
五
年
に
禁
書
の
令
を
解
い
て
か
ら
七
年
目

の
享
保
１
　
一
年
に
は
梅
文
鼎
の
暦
算
全
書
が
支
那
か
ら
長
崎
に

庸
ら
さ
れ
、
同
十
三
年
に
中
根
元
圭
が
そ
の
一
部
を
訓
謬
し
、

享
保
十
八
年
の
正
月
に
は
新
寫
謬
本
暦
算
全
書
が
完
成
し
た
の

で
あ
る
。
此
の
本
は
今
、
宮
内
省
圖
書
寮
の
所
截
で
あ
る
が
、

巻
頭
に
建
部
町
弘
の
叙
が
見
え
て
居
る
。
印
ち
、

　

宣
城
梅
文
鼎
書
三
十
種
。
題
曰
＝
暦
算
全
書
「
専
言
二
西
洋
暦

　

學
　
０
有
二
筆
算
轟
算
・
三
角
線
・
割
圓
入
線
諸
法
ぺ
最
見
屁
ハ

　

奇
「
割
圓
八
線
特
篤
二
暦
家
捷
径
　
０
回
川
西
洋
諸
暦
議
論
彬
如

　

可
ｙ
観
。
叉
有
‘
一
日
月
食
蝕
算
定
用
分
・
蝕
起
方
位
こ
頁
前
世

　

未
唇
。
共
超
‐
軟
二
他
・
芒
也
可
知
也
。
１
　
夫
１
　
二
宮
衆
位
名
。

　

畔
】
形
象
’
之
類
。
足
・
魚
礁
天
球
胴
象
「
偉
矣
。
俳
氏
之
學
。

　
　
　
　
　

タ
リ
ト

　

レ

　
　
　
　
　
　
　

一
丿

　

可
ｙ
謂
勉
矣
。
此
乃
享
保
丙
午
歳
海
舶
庸
二
来
我
時
限
‘
者
。

　

府
尹
輔
二
諸
官
府
　
０
以
・
‘
柵
弘
之
多
遍
暦
術
‘
也
。
令
I
l
l
中
使

　

傅
・
命
校
’
之
。
１
　
識
二
其
漑
公
春
愚
材
。
加
以
こ
狗
馬
老
崩
‘

　

易
勝
‘
酬
盛
意
　
０
而
辱
‘
廣
二
異
聞
　
０
遂
上
書
謄
二
寫
一
部
「
令
二

　

平
璋
。
中
根
氏
謬
’
之
。
詣
。
閥
進
。
頼
以
唐
皮
之
世
。
鎔
磯
玉

　
　
　
　
　

フ

　
　

ヲ

　
　
　

ク
i
|
I
N
％
f
n
^
:
e
.

　

衡
。
以
斉
二
七
政
こ
随
授
・
良
時
　
０
爾
来
歴
世
相
因
。
暦
道
之
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係
‘
一
治
醵
　
０
豊
小
小
哉
。
雖
ｙ
然
代
異
家
殊
異
言
盛
起
。
薦
紳

　
　
　
　

諸
子
。
往
往
有
’
醍
‘
・
共
祀
　
０
亦
但
不
’
過
’
成
“
中
夏
之
言
ご
狐

　
　
　
　

莽
堪
奥
。
其
豊
一
家
所
二
能
書
　
０
越
迫
‘
・
朱
周
氏
　
０
西
洋
李
馮

　
　
　
　

喪
以
二
其
學
’
風
｡
£
一
世
　
０
敗
奔
州
王
子
有
言
。
迫
後
世
加
’
詳

　
　
　
　
　
　
　

ふ
ｆ
リ
ト

　
　

ナ
ル

　
　
　

ク

　
　

ノ

　

ス
ー
／
パ
ヲ

　
　

ー

　
　
　
　

者
此
技
也
。
知
言
哉
。
臣
謂
西
客
暦
比
二
之
中
百
こ

　

其
滉
深

　
　
　
　

劈
皮
相
之
呉
“
骨
髄
　
０
而
國
家
故
事
。
賎
禁
二
耶
蘇
　
０
凡
有
二
天

　
　
　
　

主
耶
蘇
琥
及
李
璃
賓
等
之
姓
名
著
。
不
ｙ
問
二
書
好
否
「
一
切

　
　
　
　

焚
二
諸
崎
陽
地
－
西
暦
之
不
講
。
以
此
大
哉
。

　
　
　
　

昭
代
文
逐
日
升
。
明
明
在
上
。
以
明
二
庶
物
　
０
建
及
二
暦
術
‘

　
　
　
　

深
拳
・
其
妙
こ
遡
行
‘
・
崎
陽
「
除
“
焚
書
之
令
フ
暦
算
全
書
因

　
　
　
　

至
焉
。
可
ｙ
謂
得
と
一
言
二
西
暦
‘
之
助
ｔ
矣
。
臣
賢
弘
欽
奉
敬
。
敢

　
　
　
　

撰
‘
・
敷
語
‘
辨
知
ハ
禰
・
者
。
如
此
。

　
　
　
　

。
享
保
葵
丑
之
春
正
月

　
　

建
部
氏
源
賢
弘
誌

　
　
　

と
あ
り
、
新
寫
譚
本
（
全
四
左
ハ
冊
）
成
立
の
次
第
誠
に
明
確
起

　
　
　

る
も
の
ｘ
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　

さ
て
軍
に
晦
文
鼎
の
暦
算
全
書
と
い
っ
て
も
原
刊
本
（
六
１
　

　
　
　

三
巻
）
、
四
庫
全
書
本
（
六
十
巻
）
乾
隆
間
補
刻
本
、
雍
正
元
年

　
　
　

魏
氏
豪
商
堂
刊
本
（
七
十
五
巻
魏
姦
形
輯
楊
作
枚
訂
）
等
が
あ
る

９

　

の
で
あ
っ
て
、
此
の
新
寫
詳
本
は
雍
正
元
年
の
鎬
で
あ
る
。
雍

Ｍ

　

正
元
年
’
と
い
゛
ば
我
國
の
享
保
八
年
で
‘
ヽ
之
が
我
國
に
鷲
ら
き

れ
差
の
が
享
保
１
　
一
年
で
あ
る
か
ら
鎬
後
僅
に
四
年
を
出
で
ぬ

わ
け
で
あ
る
。
之
は
些
か
注
目
に
値
す
る
こ
と
に
思
は
れ
る
。

今
其
の
編
目
を
見
る
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

』
’

　

法
原

　

千
三
角
阜
要
五
巻
、
勾
股
間
微
四
巻
首
倦
灘
著
、
弧

　
　
　
　

三
角
奉
要
五
春
、
瑕
中
黍
尺
五
各
、
屡
堵
測
量
二
各
、

　
　
　
　

方
誰
某
積
一
巻
、
幾
何
補
編
五
各
、
解
八
線
之
根
楊

　
　
　
　

著
。

　

法
敵

　

割
圓
八
線
之
表
二
巷
。

　

暦
學

　

暦
學
疑
問
三
春
、
暦
學
疑
問
補
二
春
、
交
會
管
見
一

　
　
　
　

春
、
交
食
蒙
求
三
春
日
食
月
食
、
揆
日
候
星
紀
要
一

　
　
　
　

春
、
歳
月
地
度
合
致
一
巷
、
春
秋
以
来
冬
至
致
一
倦
、

　
　
　
　

諸
方
節
気
加
時
日
軌
高
度
表
一
巻
、
五
星
要
略
二
春

　
　
　
　

楊
著
一
巻
、
火
星
本
法
一
巻
、
七
政
細
草
補
註
一
巻
、

・

　
　
　

仰
儀
簡
儀
二
銘
補
註
一
巷
、
暦
學
１
　
枝
四
春
、
授
時

　
　
　
　

平
立
定
三
差
解
一
巻
、
暦
學
答
問
一
巻
。

　

算
學

　

古
算
演
略
一
巻
、
筆
算
五
春
、
聳
算
五
各
、
度
算
祥

　
　
　
　

例
二
春
、
方
程
論
六
春
、
少
廣
拾
遺
一
巻

の
如
き
も
の
で
、
全
く
西
洋
の
暦
算
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

此
處
に
は
一
々
暦
算
全
１
　
の
各
各
に
就
い
て
専
門
的
論
述
は
試

み
た
い
が
、
中
根
元
圭
の
手
に
成
っ
た
譚
本
暦
算
全
書
が
営
時
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印

　

の
天
文
方
ゐ
役
に
立
っ
た
事
は
４
　
常
な
も
の
で
、
後
學
の
徒
を

　
　

し
て
西
洋
暦
算
の
理
解
を
容
易
な
ら
し
め
た
事
は
言
ふ
迄
も
な

　
　

い
こ
と
で
、
後
世
、
洋
學
を
隆
盛
な
ら
し
め
る
原
動
力
と
な
っ

　
　

た
も
の
で
あ
る
。
而
も
面
白
い
と
思
ふ
こ
と
は
、
中
根
元
圭
が

　
　

禁
書
の
令
を
解
く
事
を
進
言
し
た
人
で
あ
り
、
叉
賓
際
解
禁
と

　
　

な
。
つ
て
か
ら
輸
入
さ
れ
た
梅
氏
暦
算
全
書
を
詳
述
し
た
も
の
も

　
　

中
根
元
圭
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
叉
営
時
迄
の
我
國
に

　
　

於
け
る
天
文
暦
法
は
全
く
支
那
の
そ
れ
に
基
い
て
居
た
の
で
あ

　
　

っ
て
、
北
ハ
の
支
那
を
経
て
西
洋
天
文
暦
算
が
梅
氏
暦
算
１
　
書
に

　
　

依
っ
て
我
國
に
輸
入
さ
れ
た
と
い
ふ
事
は
、
我
㈲
天
文
暦
算
史

　
　

上
特
筆
す
べ
き
事
で
あ
り
、
天
文
暦
法
を
通
じ
て
我
國
が
如
何

　
　

に
支
那
と
密
接
な
開
係
に
あ
っ
た
か
ヾ
解
る
。

　
　
　

囚
に
中
根
元
圭
の
名
は
璋
で
元
圭
は
字
で
あ
る
。
丈
右
衛
門

　
　

と
秘
し
、
競
は
律
聚
（
律
襲
）
で
、
寛
文
二
年
近
江
國
滉
井
郡
八

　
　

木
院
村
に
生
れ
家
業
は
厨
で
あ
る
。
後
、
京
都
に
出
て
白
山
二

　
　

條
上
町
に
住
み
、
長
じ
て
江
戸
に
出
で
建
部
賢
弘
に
學
び
、
正

　
　

徳
元
年
京
都
銀
座
役
人
と
な
り
叉
そ
の
教
育
に
富
り
、
主
と
し

　
　

て
白
山
に
怯
ん
だ
の
で
時
人
は
中
根
を
白
山
先
生
と
呼
ん
だ
。

　
　

中
根
は
敷
學
、
天
文
、
暦
學
の
み
な
ら
す
、
漢
學
‥
繋
學
を
明

　
　

に
し
、
昔
律
の
研
究
も
深
く
、
俗
楽
改
良
に
志
し
た
と
い
は
れ

て
居
る
。
享
保
１
　
八
年
京
都
で
、
共
の
師
、
建
部
賢
弘
に
先
じ

て
歿
し
た
の
で
あ
る
が
、
此
の
年
始
に
師
の
手
に
依
っ
て
新
寫

謬
本
暦
算
全
書
叙
が
撰
や
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

恂
、
梅
文
鼎
の
こ
と
や
、
暦
算
全
書
そ
れ
自
服
に
就
い
て
略

述
す
べ
き
で
あ
る
が
、
之
は
別
の
機
會
に
譲
り
た
い
。

　

最
後
に
二
言
附
加
し
て
訟
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
印
ち
私
か

此
の
新
寫
謬
本
暦
算
全
書
を
宮
内
省
圖
１
　
寮
に
訪
ね
た
の
は
昭

和
六
年
の
こ
と
で
、
そ
れ
は
今
は
亡
き
内
藤
湖
南
先
生
の
教
示

に
基
い
だ
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
私
は
湖
南
先
生
の
門
下
生
諸
子

の
様
に
先
生
か
ら
直
接
教
を
受
け
る
機
會
に
恵
ま
れ
た
か
っ
・
だ

け
れ
ど
、
昭
和
六
年
四
月
下
旬
恭
仁
山
荘
に
先
生
を
お
訪
ね
し

て
研
究
上
種
々
御
注
意
を
賜
は
っ
だ
事
が
あ
る
。
其
の
節
此
の

新
寫
謬
本
の
こ
と
を
教
へ
て
戴
い
た
の
で
あ
っ
て
、
殊
に
感
銘

深
く
今
恂
耳
底
に
残
っ
て
居
る
事
は
、
支
那
の
天
文
暦
算
を
研

究
す
る
に
は
、
我
國
の
徳
川
時
代
の
も
の
か
ら
出
狸
す
可
き
で

あ
る
事
を
懇
々
と
論
し
て
戴
い
た
事
で
あ
る
。
此
の
事
が
私
の

研
究
生
活
上
何
れ
程
役
立
つ
た
か
量
り
知
れ
ぬ
も
の
が
あ
る
。

茲
に
附
記
し
て
湖
南
先
生
に
深
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ
陪
和
十
四
年
十
一
月
二
十
八
日
記
）
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